
双盤
そうばん

念仏
ねんぶつ

ってなんだろう？ 

 

双盤
そうばん

念仏
ねんぶつ

は、この写真
しゃしん

のように 

1台
だい

の「たいこ」と４台
だい

の「かね」を使
つか

って、 

仏
ほとけ

さまにおくる唄
うた

のことです。 

いろいろなリズムの曲
きょく

がたくさんあり、 

唄
うた

のことばもむずかしいので 

ぜんぶおぼえるのがとてもたいへんです。 

 

昔
むかし

はお寺
てら

のお坊
ぼう

さんがひとりで２枚
まい

の「かね」を使
つか

って両
りょう

手
て

で演
えん

奏
そう

していたので、 

「ふたつ」という意味
い み

の「双
そう

」の字
じ

がついています。 

お寺
てら

から双盤
そうばん

念仏
ねんぶつ

のやり方
かた

を教
おそ

わった人
ひと

たちは「講
こう

」というチームをつくって 

たたき方
かた

や声
こえ

の出
だ

し方
かた

など、ほかの講
こう

とどちらがじょうずにできるかをくらべていました。 

戦争
せんそう

のせいで、ほとんどの人
ひと

たちは双盤
そうばん

念仏
ねんぶつ

をやめてしまいましたが、 

今
いま

泉
いずみ

延
えん

命
めい

寺
じ

は今
いま

でも演奏
えんそう

をつづけている、とてもめずらしい講
こう

のひとつです。 

矢
や

口
ぐち

に住
す

むみなさんだけでなく、大
おお

田
た

区
く

や東京都
とうきょうと

のみんなでたすけあいながら 

いつまでもだいじにしていきたい文
ぶん

化
か

財
ざい

です。ぜひおぼえておいてくださいね。 

 

今
いま

泉
いずみ

延
えん

命
めい

寺
じ

双
そう

盤
ばん

講
こう

保
ほ

存
ぞん

会
かい

 


